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サンゴ礁魚類の脳深部における光受容と周期J性発振機構

朴龍柱（種の多様性研究グループ）

発現はLjえられた光条件に合わせて変化する

こと、そして（３）階期に光に曝露すると発

現量はll1J座に変化することをﾄﾘ]らかにした。

本研究は、松果鬮体や視床下部で発現する視物

質遺IZit-fLの変動が第一義的には光によって制

御されていることを明らかにしつつある。

浅海域では光の吸収は少ないが１０ｍ以上の

水深では赤い光はほとんど吸収されて青い光

が選択的に残ってくる。魚はさまざまな水深

で波長の異なる光を感受しながら周期的な活

動を行っているため、陸-k生物とは異なった

選択的光受容適応機構を持っている可能性が

ある。私は発光ダイオードを利川して季節（も

しくは時|M1）にあわせた生息水深の光条･件を

再現し、#&物質の発現パターンを解析している。

発光ダイオードは単波長の光環境を容易に作

ることができ、光受容機構を解析するための

有効な研究ツールになりうる（図２）。

脊椎動物の視細胞には外系からのｿ6シグナ

ルを感受し、体内への伝達を担う視物質（オ

プシン）が存在する。網膜の杵体にはロドプ

シンが、そして錐体には色覚オプシン（赤、紫、

,』了、緑）がそれぞｵ1存在する。近年、魚類で

は網膜以外にも視物蘭の存往が確認され、脳

内の`MN果,体にはエクソロドプシンが、そして

脳深部にはvertebraI〔､〔mcien[1ong（ＶＡＬ）オ

プシンが発現しているのが明らかにされた。

エクソロドプシンやＶＡＬオプシンは魚類のｉｌＩＴ

動リズム同期のための>'６センサーとして、｜Ⅲ

I11Ifに基づく日周活動（摂餌など）や光Ⅲ馴川に

雄づく年活動（繁殖や同遊など）をＬＭＩ１ｌ;に刻

むためにそれぞれ働いていると考えられてい

るが、その実体は不[Ulである。外部環境婆1ｋ｜

としての光が,体内情報として伝達されていく

道筋を明らかにするためには、生息域の光環

境や行動パターンが災なる魚類における網膜

外視物質の生理機能を比鮫しながら研究する

ことが必要である。

私は、網膜外視物質がサンゴ礁魚類の光周

期に同調した周期性発現に対する役割を明ら

かにしたいと考えている。沖縄のサンゴ礁に

Alﾐ息するゴマアイゴ（sﾉgww,z4vgMlMr(/Ｉ(ﾊﾟ』水深(）
～２０ｍを周期的に鯵勤）とルリスズメダイ

（c〃)uhW`剛.(，α，ｗ，エダサンゴ近辺の筏海域
で生活）を実験材料（図１）にして、エクソ

ロドプシンとＶＡＬオプシンの全塩基配列決定、

発現部位の特定、そして周期的変動に及ぼす

要lklの解明を行っている。これまでにゴマア

イゴとルリスズメダイのエクソロドプシンは

111枢組織に広く認められたのに対し、ＶＡＬオ

プシンは脳深部（視床下部域）にのみ発現し

ていることを確認した。また、（１）｜川lIRf条

件（LD=12:12）で飼育した魚における網膜外

視物質の発現はいずれも'二|周変動していること、

（２）長日条件（ＬＤ=１６:8）および蝋Ｈ条件

（ＬＤ=8:１６）でiijil青した魚の網膜外視物闘の

図１：沖縄サンゴ礁に生息するゴマアイゴ、

Sjgmlnsgw"ａｍｓ（左）及びエダ状サンゴ近辺で生
息するルリスズメダイ、ＣｈｊＷｐｉｅｍｃｙａｊ１ｅａ（右）。
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図２：光受容機構を解析するための発光ダイオー
ドを利用した実験水槽。
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